
フォミーン他『やわらかな思考を育てる数学問題集』（全 3冊）

（岩波現代文庫，2012年刊）

正誤表および別解

2013 年 11 月 10 日

第 1冊

• viiページ，13行目【第 3刷で訂正】

（誤）ポーン （正）ルーク

• 3ページ，本文の 1行目【第 2刷で訂正】

（誤）24問 （正）25問

• 3ページ，問 2の 2–3行目【第 4刷で訂正】

（誤）コインで 5チップ （正）コインでそれぞれ 5チップ

• 56ページ，「余りについての補助定理」【第 3刷で訂正】

（誤）どんな 2つの自然数の和を 3で割ったときの余りも，2つの自然

数それぞれを 3で割ったときの余りを足したものと等しい。またどんな

2つの自然数の積を 3で割ったときの余りも，2つの自然数それぞれを

3で割ったときの余りを掛けたものと等しい。

（正）3で割るとき，どんな 2つの自然数の和も，それぞれの数を 3で

割ったときの余りどうしを足したものと同じ余りをもつ。やはり 3で割

るとき，どんな 2つの自然数の積も，それぞれの数を 3で割ったときの

余りどうしを掛けたものと同じ余りをもつ。

• 68ページ，4行目【第 3刷で訂正】

（誤）2つの数の共通の約数 a, b (a > b)

（正）2つの数 a, b (a > b)の共通の約数

• 79ページ，問 11の 3–5行目【第 3刷で訂正】

（誤）2つの問題を解いた （正）2つの問題だけを解いた

（誤）3つの問題を解いた （正）3つの問題だけを解いた

（誤）5つの問題を解いた （正）5つ以上の問題を解いた
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• 96ページ，問 12の 3行目【第 3刷で訂正】

（誤）7つ （正）5つ

• 99ページ，「方法論的な注意」の 2行目【第 3刷で訂正】

（誤）問 16 （正）問 17

• 101ページ，10行目【第 3刷で訂正】

（誤）問 12 （正）問 20

• 109ページ，5行目【第 3刷で訂正】

（誤）これら 3つの問 （正）これらの問

• 120ページ，問 15の後の訳註 2–3行目【第 3刷で訂正】

（誤）駒は日本の碁のように白と黒の丸い石で，それぞれ 16個を使い

ます。

（正）赤（白のこともある）と黒の丸い駒をそれぞれ 12個使います。

• 125ページ，最下行【第 3刷で訂正】

（誤）書きます。逆も同じです。

（正）書き，次に，少なくとも 1つは勝つ位置に行けるマス目にマイナ

スを書きます。

• 159ページ，第 0章問 7の解答の最後から 2行目【第 3刷で訂正】

（誤）199と 991はどちらも互いに素 （正）199と 991は互いに素

• 174ページ，第 2章問 43の解答の 1行目【第 3刷で訂正】

（誤）0, 1, 2, 3の出る （正）0, 1, 2, 3個出る

• 175ページ，第 2章問 47の解答の最後から 2行目【第 3刷で訂正】

（誤）

(
4

2

)(
12

2

)
· · · （正）

(
14

2

)(
12

2

)
· · ·

• 175ページ，第 3章問 1の解答の 3行目【第 3刷で訂正】

（誤）pnqn （正） pnqm

• 183ページ，第 4章問 4の解答の 1行目【第 3刷で訂正】

（誤）1から （正）0から

• 185ページ，第 4章問 12の解答の 1行目【第 3刷で訂正】

（誤）12個 （正）16個

• 187ページ，第 4章問 26の解答の 3行目【第 3刷で訂正】

（誤）713 = 357911となります （正）713 = 357911以下となります

• 187ページ，第 4章問 27の解答の 7–8行目【第 3刷で訂正】

（誤）aから a+ 95までの間の数 （正）a以上 a+ 90以下の数

（誤）96をこえて （正）91をこえて
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• 191ページ，第 5章問 7, 9の解答中（2箇所）【第 3刷で訂正】

（誤）問 5 （正）問 6

• 194ページ，第 5章問 22の解答の 9–10行目【第 3刷で訂正】

（誤）外側の四角を描いた後，鉛筆を紙から持ち上げることなく残りを

描かなくてはなりません

（正）紙から鉛筆を持ち上げることなく針金に沿ってグラフをたどれる

はずです

• 195ページ，第 6章問 6の解答の 2–3行目【第 3刷で訂正】

（誤）2つの三角不等式 AC+OC > OAと OB+OD > BDを足すと

（正）2つの三角不等式 AC + OC = OAと OB + OD = BD（等号は

同時には成り立たない）を足すと

• 200ページ，第 6章問 21の解答の 1–3行目【第 3刷で訂正】

（誤）最長の対角線より · · · · · · 同じ終点をもたないとします。このと
き · · · · · ·
（正）凸 n角形 (n = 4)を考え，最長の対角線より · · · · · · 共通の端点
をもたないとします。必要なら C, Dを入れ替えることで，n角形の周

上に A, B, C, Dがこの順に並び，対角線 AC, BDが 1点で交わるとし

てかまいません。このとき · · · · · ·

• 202ページ，第 7章問 7の解答の最終行（2箇所）【第 3刷で訂正】

（誤）とらなくてはなりません （正）とることができます

• 217ページ，第 8章問 29の解答の 10–12行目【第 2刷で訂正】
（誤） a0a1 · · · an = a0 × 10n + · · ·+ an

= a0 × (99 · · · 9 + 1) + · · ·+ an

= a0 + · · ·+ an + 9× (11 · · · 1 + 1)

（正） a0a1 · · · an = a0 × 10n + · · ·+ an−1 × 10 + an

= a0 × (99 · · · 9 + 1) + · · ·+ an−1 × (9 + 1) + an

= a0 + · · ·+ an + 9× (a0 × 11 · · · 1 + an−1)

• 218ページ，第 8章問 29の解答の最後から 3行目【第 2刷で訂正】

（誤）90の中から （正）90, 99の中から

• 218ページ，第 8章問 30の解答の 4行目【第 2刷で訂正】

（誤）1増える各桁の （正）1増えると各桁の

• 226–227ページ，第 8章問 44の解答【第 2刷で訂正】

（226ページの下から 7行目の頭に追加）（∗）
（227ページの 3行目と 4行目の間に追加）（2）1 このとき 4はにせ物，

2または 3がにせ物で，1, 5, 6は本物です。これは（3）0 のときの（∗）
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と同様ですから {4, 2}と {5, 6}をはかり，あとは同様です。（2）2 のと

きも同様。

• 240ページ，第 8章問 76の解答の 6行目【第 3刷で訂正】

（誤）5000000 （正）500000

• 249ページ，第 8章問 96の解答の 11–12行目【第 3刷で訂正】

（誤）abc, def （正）abcdef

（誤）abc, 999− def （正）abc(9− d)(9− e)(9− f)

• 255ページ，第 8章問 110の解答 8–9行目【第 3刷で訂正】

（誤）abcdef , abc999, a′b′c′000, a′b′c′abc, a′b′c′a′b′c′

（正）abcdef , abc999, a′b′c′000, a′b′c′abc, a′b′c′a′b′c′
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第 2冊

• 16ページ，問 3の直後のコメント，2行目【第 2刷で訂正】

（誤）第 14章「幾何」 （正）第 17章 §5「幾何」

• 22ページ，10行目と 16行目（2箇所）【第 2刷で訂正】

（誤）線を n本加えると （正）n本目の線を加えると

• 24ページ，問 8，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）2つずつ （正）全部のペア

• 24ページ，問 8，2行目【第 2刷で訂正】

（誤）3本の線が同じところで （正）3本の線が円内の同じ点で

• 26ページ，2行目【第 2刷で訂正】

（誤）方程式 （正）等式

• 27ページ，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）方程式 （正）等式

• 28ページ，下から 4行目【第 2刷で訂正】

（誤）方程式 （正），等式

• 28ページ，下から 2行目【第 2刷で訂正】

（誤）方程式 （正）等式

• 29ページ，14行目【第 2刷で訂正】

（誤）不等式 （正）等式

• 30ページ，問 13【第 2刷で訂正】

最初に「x ̸= 1のとき，」を追加

• 31ページ，下から 2行目から次ページの 1行目までを削除【第 2 刷で

訂正】

• 32ページ，12行目【第 2刷で訂正】

（誤）問 9

（正）pp. 25–29で証明した 1 + 2 + 3 + · · ·+ n = n(n+ 1)/2

• 35ページ，12行目【第 2刷で訂正】

（誤）帰納法のステップによる 1つ前の命題 Pk から Pk+1という命題

を得ます

（正）1つ前の命題 Pk から命題 Pk+1 を導くことが帰納法のステップ

となります
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• 38ページ，問 33【第 2刷で訂正】

（誤）n > 2のとき a1 = 3, a2 = 5, an+1 = 3an − 2an−1

（正）a1 = 3, a2 = 5，n > 2に対しては an = 3an−1 − 2an−2

• 42ページ，3行目の図式【第 2刷で訂正】

「2← 3」の「←」を削除

• 50–51ページ，問 15（b）【第 2刷で訂正】

（誤）2, 3, 7, 8（繰り返し使ってもよい）だけを使って，どんな自然数

の 2乗も

（正）各桁に 2, 3, 7, 8（繰り返し使ってもよい）だけを使って，ある自

然数の 2乗を

• 53ページ，問 26【第 2刷で訂正】

（誤）によって割り切れるかかどうか見分ける方法について

（正）に対しても同じような整除テストを

• 57ページ，下から 1行目【第 2刷で訂正】

（誤）ただ 1つの方法です。つづく問題でそれを扱います。

（正）1つの方法にすぎません。以下の問題でそれがわかります。

• 59ページ，問 55【第 2刷で訂正】

（誤）1989で割り切れるという （正）下 4桁が 1989になる

• 92ページ，問 26【第 2刷で訂正】

最初に「n > 0のとき，」を追加

• 96ページ，下から 8行目【第 2刷で訂正】

（誤）ボールと 6つの （正）ボールを 6つの

• 108ページ，2–3行目【第 2刷で訂正】

（誤）0か 2で増えたり減ったりする

（正）変わらないか 2だけ減るかしかない

• 110ページ，12行目【第 2刷で訂正】

（誤）数の和を足し （正）数を足し合わせ

• 117ページ，7–9行目【第 2刷で訂正】

（誤）共通のアイディアを見せてくれます。つまりある対象から，操作

によって変化の起きる部分を選ぶ方法が説明されているのです。

（正）よくあるアイディアを見せてくれます。つまりある対象のうち，

許される変換によって起きる変化が述べやすい部分を選ぶのです。

• 117ページ，10行目【第 2刷で訂正】

（誤）問 7, 9 （正）問 7, 8
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• 121ページ，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）問 3, 7–9は法を 2（パリティ）とする余りを，また問 11

（正）問 2, 6–9は法を 2とする余り（パリティ）を，また問 10

• 127ページ，下から 4–1行目（1）–（4）にある問の番号【第 2刷で訂正】

（誤）

（1） 問 3, 7–11, 17–22

（2） 問 7, 9, 12

（3） 問 13–16

（4） 問 4, 26, 30

（正）

（1） 問 2, 6–10, 16–22

（2） 問 7, 8, 11

（3） 問 12–15

（4） 問 4, 30

• 147ページ，問 19【第 2刷で訂正】

（誤）平面連結グラフ （正）3つ以上の頂点をもつ平面連結グラフ

• 147ページ，問 20【第 2刷で訂正】

（誤）平面グラフ （正）3つ以上の頂点をもつ平面連結グラフ

• 147ページ，問 21【第 2刷で訂正】

（誤）どんな平面グラフ

（正）3つ以上の頂点をもつどんな平面グラフ

• 149ページ，5行目【第 2刷で訂正】

（誤）次の 3つの （正）次の 2つの

• 152ページ，4行目【第 2刷で訂正】

（誤）最後の問題 （正）問 28

• 161ページ，問 8の答え，10行目【第 2刷で訂正】

（誤）線分はすべて （正）線分をすべて加えると

• 173ページ，問 42の答え，7–8行目【第 2刷で訂正】

（誤）少なくとも 1つは 0ではありません。この 0でない数を xと入

れ替え

（正）大きい方を xと入れ替え

• 175ページ，問 46の答え，最後から 2行目【第 2刷で訂正】

（誤）その和が 2n となる （正）その和が 2n で割り切れる

• 175ページ，問 47の答え，8行目【第 2刷で訂正】

（誤）2k個以上 （正）2k個以下

• 180ページ，問 23の答え，3–4行目【第 2刷で訂正】

（誤）a5 ≡ 3 · 2 + 1 = 3, a6 ≡ 3 · 3 + 1 = 2, a7 ≡ 2 · 3 + 1 = 3

（正）a5 ≡ 3 · 2 + 1 ≡ 3, a6 ≡ 3 · 3 + 1 ≡ 2, a7 ≡ 2 · 3 + 1 ≡ 3

• 180ページ，問 23の答え，最後の行【第 2刷で訂正】

（誤）an+6 > an > 1 （正）an+6 − 22 > an > 1
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• 183ページ，問 46の答え，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）2つの組 （正）3つずつ 2つの組

• 183ページ，問 50の答え，2行目【第 2刷で訂正】

（誤）2a+ 3b+ c (mod 7) ≡ （正）2a+ 3b+ c ≡

• 184ページ，問 52の答え，7行目【第 2刷で訂正】

（誤）問 50 （正）問 51

• 185ページ，問 60の答え，3–4行目【第 2刷で訂正】

（誤）操作を 10回も行なわないうちに （正）たかだか 10回の操作で

• 187ページ，問 67の答え，最後から 2行目【第 2刷で訂正】

（誤）|k + l|の絶対値 （正）k + l

• 187ページ，問 68の答え，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）(−4, 9), (14,−21), (4,−9), (−14, 21)
（正）(−4, 9), (20,−33), (4,−9), (−22, 33)

• 188ページ，問 79の答え，1–2行目【第 2刷で訂正】

（誤）答えには3つのグループがあります。(1, a,−a), (b, 1,−b), (c,−1, 1)
で a, b, cはどんな整数でもよいのです。

（正）a 5 b 5 cとして，まず，(a, b, c) = (−k, 1, k) (k = 1)という解

があります。kはどんな正の整数でもよいのです。

• 189ページ，問 83の答えの末尾に追加【第 2刷で訂正】

x, yを入れ替えたものも解です。

• 190ページ，問 93の答え【第 2刷で訂正】

（誤）方程式と合同式 （正）合同式

• 195ページ，問 27, 28の答え【第 2刷で訂正】

（誤）対角行列 （正）対角線

• 198ページ，問 46の答え，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）どちらの因数 （正）どの因数

• 203ページ，問 63の答え，最後から 2行目【第 2刷で訂正】

（誤）この章の問 17–21 （正）第 2章の問 17–21

• 207ページ，問 23の答え，1–3行目【第 2刷で訂正】

（誤）どの列の和も 1に等しく，列はmありますから · · · · · · 一方，ど
の行の和も 1に等しく，行は nありますから

（正）どの行の和も 1に等しく，行はmありますから · · · · · · 一方，ど
の列の和も 1に等しく，列は nありますから
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• 212ページ，問 27の答え，2–4行目【第 2刷で訂正】

（誤）3であることを使って不等式E 5 3V −6を証明 · · · · · · 5a+6b+7 =

2E 5 6V − 12 = 6(a+ b+ 1)− 12となります。

（正）3であることから 2E = 3V で，これとオイラーの定理を使って不等

式E 5 3F−6を証明 · · · · · · 5a+6b+7 5 2E 5 6F−12 = 6(a+b+1)−12
となります。

• 217ページ，問 53の答えの後の補足，3行目【第 2刷で訂正】

（誤）A, Bは現われません （正）A, B間の辺は現われません。
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第 3冊

• 10ページ，問 23，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）円の内部に （正）円に内接する

• 10ページ，問 24，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）台形 ABCD （正）平行四辺形ではない台形 ABCD

• 12ページ，問 31，2行目【第 2刷で訂正】

（誤）線分 XX′ （正）直線 XX′

• 15ページ，問 37，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）∠A = 90◦ です （正）∠A = 90◦, AB 5 ACです

• 19ページ，2行目【第 2刷で訂正】

（誤）前の 3問 （正）前の 4問

• 25ページ，11行目【第 2刷で訂正】

（誤）ただひとつのテーマです。これも勉強してください。

（正）テーマの 1つにすぎません。計算幾何も勉強するとよいでしょう。

• 29ページ，14行目【第 2刷で訂正】

（誤）0 （正）0

• 35ページ，10–11行目【第 2刷で訂正】

（誤）割り切れるときだけ

（正）割り切れるとき，かつそのときにかぎり，

• 38ページ，下から 1行目【第 2刷で訂正】

（誤）(34 − 1)/2 + 1 = 41 （正）(34 − 1)/2 = 40

• 39ページ，問 11，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）3k−1 （正）3k − 1

• 39ページ，問 11の解き方，4行目【第 2刷で訂正】

（誤）3k−1 （正）3k − 1

• 54ページ，問 26の解き方，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）ふたたび （正）2回

• 58ページ，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）a2 + b2 + c2 + c2 − ab− bc− cd− d+ 2/5

（正）a2 + b2 + c2 + d2 − ab− bc− cd− d+ 2/5

• 58ページ，問 42，2行目【第 2刷で訂正】

（誤）2k+l + 2k+m + 2l+m 5 2k+l+m+1 + 1

（正）2k+l + 2k+m + 2l+m + 4 5 2k+l+m+1
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• 63ページ，問 55，2行目【第 2刷で訂正】

（誤）
1

22
+

1

32
+

1

42
+ · · ·+ 1

n2
< 1

（正）
1

22
+

1

32
+

1

42
+ · · ·+ 1

n2
< 1 (n = 2)

• 63ページ，下から 4–3行目【第 2刷で訂正】

（誤）級数 （正）数列

• 64ページ，問 55の解き方，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）別の級数 bn，つまり bn = 1− 1/nを選びます

（正）別の数列 an，つまり an = 1− 1/nを選びます

• 64ページ，問 55の解き方，3–5行目【第 2刷で訂正】

（誤）ak−ak−1 = 1/k2, bk−bk−1 = 1/k(k−1)で，これは ak−ak−1 <

bk − bk−1 です。したがってどんな自然数 n に対しても an < bn =

1− 1/n < 1となります

（正）bk − bk−1 = 1/k2, ak − ak−1 = 1/k(k − 1) で，これは bk −
bk−1 < ak − ak−1 です。したがってどんな自然数 n = 2 に対しても

bn < an = 1− 1/n < 1となります

• 65ページ，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）もし （正）a1, a2, . . . , b1, b2, . . . > 0で，もし

• 65ページ，問 57，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）n = 1 （正）n = 2

• 68ページ，問 75，3行目【第 2刷で訂正】

（誤）5 （正）<

• 97ページ，下から 4行目【第 2刷で訂正】

（誤）nがm > 2で割り切れるなら

（正）2 < m < nで，nがmで割り切れるなら

• 99ページ，問 110，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）xの 2乗 （正）x (0 < x < 1)の 2乗

• 109ページ，下から 4–3行目【第 2刷で訂正】

（誤）別の 3つの輪ゴムを使ってそれぞれをつなぐことは可能か？

（正）それぞれの輪ゴムがちょうど 3つの他の輪ゴムとつながっている

ようにすることは可能か？

• 116ページ，問 13，2行目【第 2刷で訂正】

（誤）1 5 k 5 n （正）1 5 k 5 10

• 125ページ，8–12行目【第 2刷で訂正】

（誤）問題がオークションに次々とかけられます。問題を買うことので
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きるチームは，前のチームよりよい結果を出そうとするチームにだけ

許される権利となります。どのチームも問題を買えなくなるまでつづき

ます。もし完全な解を出したら，特別な賞金を得ます。

（正）どのチームも問題を買おうとしなくなるまで，同じ問題が何度

でもオークションにかけられます。問題を買うチームがなくなったら，

最良の解答を出したチームが問題に付けられた値を受け取ります。勝者

が完全な解を出せた場合には（それは解答がそれ以上良くならないこ

とを示すということです），そのチームは特別な賞金（たとえばプラス

50ダイナー）を得ます。

• 130ページ，問 11の答え，2行目【第 2刷で訂正】

（誤）> ∠BCA = ∠DCE > ∠DEC = · · · >
（正）< ∠BCA = ∠DCE < ∠DEC = · · · <

• 131ページ，問 14の答え，図【第 2刷で訂正】

2つの→ではさまれた中央の図の左端にある D′ を D′′ に変える

• 131ページ，問 17の答え，9行目【第 2刷で訂正】

（誤）一定の線上に （正）一定で

• 133ページ，問 27（b）の答えの末尾に追加【第 2刷で訂正】

XYまたは XY1 が Lと平行のときは最大になるMはありません。

• 133ページ，問 31の答え，3行目【第 2刷で訂正】

（誤）回転の角度，Oは回転の中心）。その図を正確に描くことは読者

におまかせします。

（正）回転の角度で 0◦ < α < 180◦，Oは回転の中心）。その軌跡をもっ

と正確に述べることは読者におまかせします。α = 180◦ のときは直線

OSです。

• 133ページ，問 34の答え，2行目【第 2刷で訂正】

（誤）垂線 （正）垂直

• 136ページ，問 51の答え，最後から 4行目の末尾に追加【第 2刷で訂正】

（∠Rは直角を表す記号です。）

◇ 139ページ，問 54の別解

与えられた直線を l，点を Aとします。Aを通り lと交わる適当な直線

mを引きます。lとmの交点を B′ とします。Aと B′ の間にある適当

な点 Bを通りmに垂直な直線 nを引きます。lと nの交点を Cとしま

す。Cを通り nに垂直な直線 pと，Aを通りmに垂直な直線 qを引き

ます。pと qの交点を Dとします。四辺形 ABCDは，内角がすべて直

角なので長方形です。長方形ABCDの 2本の対角線の交点をOとしま

す。B′とOを通る直線が直線 pと交わる点をD′とします。AB′ ∥CD′,
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AO=COより △AOB′ ≡ △COD′ ですから，B′O=D′Oです。四辺形

AB′CD′は 2本の対角線が互いの中点で交わっていますから平行四辺形

です。よってAD′ ∥B′C(= l)なので，Aを通りAD′に垂直な直線を引

けば，与えられた点 Aから直線 lへの垂線が引けます。

• 141ページ，問 61の答え，10行目【第 2刷で訂正】

（誤）ABCは正三角形 （正）ABOは正三角形

• 144ページ，問 7（c）の答え，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）各桁の数の和 （正）各桁の数の交代和

• 144ページ，問 13の答え，5行目【第 2刷で訂正】

（誤）線対称（4行目と 5行目を分ける線）

（正）点対称

• 145ページ，問 6の答えの末尾に追加【第 2刷で訂正】

など 60個あります。

• 148ページ，12行目【第 2刷で訂正】

（誤）
50∑
i=1

xi は x1 + x2 + · · ·+ x50

（正）
50∑
i=0

xi は x0 + x1 + · · ·+ x50

◇ 150ページ，問 16の別解

（a）P =
1

2
· 3
4
· · · · · 99

100
, Q =

2

3
· 4
5
· · · · · 98

99
とすると，PQ =

1

100
，

P < Qより P <
1

10
です。

（b）P ′ =
7

8
· 9
10
·· · ·· 99

100
, Q′ =

8

9
· 10
11
·· · ·· 100

101
とすると，P ′Q′ =

7

101
，

P ′ < Q′よりP ′ <

√
7

101
です。

√
7

101
<

4

15
よりP =

1

2
· 3
4
· 5
6
·P ′ <

1

12
です。
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（c）P ′′ =
3

4
· 5
6
· · · · · 99

100
, Q′′ =

2

3
· 4
5
· · · · · 98

99
とすると，P ′′Q′′ =

1

50
，

P ′′ > Q′′より P ′′ >
1

5
√
2
です。

1

5
√
2
>

2

15
より P =

1

2
P ′′ >

1

15
です。

• 154ページ，問 27の答え，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）= 8xy （正）= 8|xy|

• 156ページ，問 34の答え，最後から 2行目【第 2刷で訂正】

（誤）問題 14 （正）問 33

• 157ページ，問 42の答え，3–4行目【第 2刷で訂正】

（誤）(2k − 1)(2l − 1)(2m − 1) > 0

2k+l+m > 2k + 2l + 2m

（正）(2k − 1)(2l − 1)(2m − 1) = 1

2k+l+m = 2k + 2l + 2m + 2

• 157ページ，問 42の答え，5–6行目【第 2刷で訂正】

（誤）4 · 2k > 2k + 2l + 2m だからです

（正）4 · 2k = 2k + 2l + 2m + 2だからです

• 157ページ，問 47の答え，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）ここには大切なアイディアがあります。

（正）中心となるアイディアは次のものです。

• 158ページ，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）指数 （正）添字

◇ 158ページ，問 50の別解

S =
1

1 +
√
2
+

1√
3 +
√
4
+ · · ·+ 1√

99 +
√
100

,

T =
1√

2 +
√
3
+

1√
4 +
√
5
+ · · ·+ 1√

98 +
√
99

とすると，S + T =
√
2 − 1 + · · · +

√
100 −

√
99 +

√
3 −
√
2 + · · · +√

99−
√
98 = −1 +

√
100 = 9, S > T より S >

9

2
です。

• 163ページ，1行目【第 2刷で訂正】

（誤）< 22
2bn−1 （正）< 22

2bn−1

• 169ページ，問 75の答え，2行目（3行にわたる式の 1行目）【第 2刷

で訂正】

（誤）5 （正）=

• 169ページ，問 75の答え，4行目（3行にわたる式の 3行目）【第 2刷

で訂正】

（誤）5 （正）<
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• 183ページ，問 24の答え，4行目と 6行目（2箇所）【第 2刷で訂正】

（誤）より小さい （正）以下である

• 184ページ，問 28の答え，10–11行目【第 2刷で訂正】

（誤）ここで等号が成立するのは，特殊な位置におかれた時計の，特殊

な時刻 tのときだけですから

（正）ここで等号が成立するのは，特殊な時刻 t（たかだか 2つ）のと

きだけですから

◇ 184ページ，問 28の積分を使わない別解（10行目以降，元の解と同じ

ところは適宜「· · ·」で省略します）
ここで等号が成立するのは，· · · だけですから，たとえば i = 1につい

て等号が成立しない t = t0 を選ぶことができて，∑
ai(t0)+

∑
ai(t0+6) > 2

∑
ci （

∑
はすべての腕時計に関する和）

が成り立ちます。もしどんなときでも

ci =
∑

ai(t)

が成り立つとすると

2
∑

ci =
∑

ai(t0) +
∑

ai(t0 + 6) > 2
∑

ci

となって矛盾が生じます。

時計のいくつかが · · · 上と同様にして

ai(t) + ai(t+
ti
2
) = 2ci

が成り立ち，i = 1について等号が成立しない t = t0を選ぶことができ

ます。すると

ai(t0) + ai(t0 +
t0
2
) + · · ·+ ai(t0 +

t100
2

)

+ ai(t0 +
t1
2
+

t2
2
) + ai(t0 +

t1
2
+

t3
2
) + · · ·

+ ai(t0 +
t1
2
+

t2
2
+ · · ·+ t100

2
) = 2100ci

が成り立ち，i = 1について等号が不成立となります。したがって

（∗）
∑

ai(t0) +
∑

ai(t0 +
t1
2
) + · · ·+

∑
ai(t0 +

t100
2

)

+ · · ·+
∑

ai(t0 +
t1
2
+ · · ·+ t100

2
) > 2100

∑
ci

が成り立ちます。

もしすべての tで ∑
ci =

∑
ai(t)
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が成り立ったとすると

2100
∑

ci =（∗）の左辺

となって矛盾が生じます。

• 187ページ，問 34の答え，6–8行目【第 2刷で訂正】

（誤）3つ並んだところがない引き分け図は · · · · · · 引き分けはありま
せん。

（正）3つ並んだところがない引き分け図で点対称な場所にいつも異な

る記号があるものは，++, −−の 1× 2ブロックが交互に並んだ図また

はそれを回転した図になり回転を除いてただ 1つです。その図で最後の

後手が逆の記号を書けば勝ちますから，正しく書いていればこの引き

分け図にたどりつくことはありません。途中で後手に 3つ並ぶ手が見

つかり勝負がつくのです。

• 187ページ，問 34（b）の答え，最後から 2行目【第 2刷で訂正】

（誤）書きます。後手と異なる

（正）書きます。今度は点対称な場所にいつも同じ記号がある引き分け

図はありません。後手と異なる

• 189ページ，問 40の答え【第 2刷で訂正】

（誤）0 5 x 5 30, 0 5 y 5 45

（正）0 5 x 5 45, 0 5 y 5 30

• 190ページ，問 42の答え（全文差し替え）【第 2刷で訂正】

（誤）2, 4, 6番の輪を広げてはずすと · · · · · · 7個はばらばらになりませ
ん。

（正）3番の輪を広げてはずすと，輪は 1つ，2つ，4つのかたまりに

分かれますので，7日分の支払いができます（2進法）。

• 193ページ，問 46の答え，1行目冒頭に追加【第 2刷で訂正】

2つのタイプの塗り方があります。

• 193ページ，問 46の答え，2–8行目【第 2刷で訂正】

「方眼紙は横方向を i · · · · · · これは次のようにしてわかります。」を削除

• 194ページ，問 46の答え（続き），6–14行目（この部分に含まれる図

は削除）【第 2刷で訂正】

（誤）その結果を書くと右の図のようになります。· · · · · · 2を Iに塗る

と 2i− j (mod 5)の塗り方となります。

（正）このように決まっていく塗り方がすべてのマス目で条件［A］,

［B］を満たすことは確かめられます。2を Iに塗ると同様に塗り方が決

まって第 2のタイプになります。
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◇ 193ページ，問 46の答えをより正確に述べたもの

方眼紙はmマス× nマスで，m,nは十分大きいものとします（m,n = 5

であればよい）。タイプ Aのマス目の条件を［A］，タイプ Bのマス目

の条件を［B］とし，5色を 0, 1, 2, 3, 4で表します。5 × 5のマス目

の影をつけた部分の色が図 1のようになっているとすると，［B］より I,

II, III, IVの色は 0, 2, 3, 4で（順不同），［A］より 2は Iか IIに塗ら

れます。

図1

I 4 IV VI

0 1 2 V

II 3 III VII

図2

ハ ロ ロ ロ ハ

イ 3 4 0 1

イ 0 1 2 3

イ 2 3 4 0

ハ ロ ロ ロ ハ

2が IIに塗られるとすると，4は IIIに，0は IVに，3は Iに塗られ，

次いでVには 3，VIには 1，VIIには 0と決まります。以下，図 2のイ

のマス目の色が決まり，次にロ，最後にハという順で 5× 5のマス目の

色がすべて決まります（図 3）。

図3

0 1 2 3 4

2 3 4 0 1

4 0 1 2 3

1 2 3 4 0

3 4 0 1 2

図4

d e a

a b c

c d e

（同じ文字

が同じ色に

対応する）

これらの外側にさらにマス目がある場合も同様にして順次塗り方が決

まり，結局，横に並んだマス目には 0, 1, 2, 3, 4がこの順でくりかえし

現れ，ひとつ上の行では同じ順だが右に 2つずれている，というパター

ンになります。その際，3× 3のマス目はすべて図 4のパターンになる

点に注意します。明らかにこの塗り方は［A］, ［B］を満たします。

2が Iに塗られるとすると，図 1の 5× 5のマス目の色は図 5のよう

に決まり，外側にマス目がある場合も同様に決まります。結局，横に並

んだマス目に 0, 1, 2, 4, 3がこの順でくりかえし現れ，ひとつ上の行で

は同じ順だが左に 2つずれている，というパターンになります。その

際，3× 3のマス目はすべて図 6のパターンになり，明らかにこの塗り

方も［A］, ［B］を満たします。
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図 5

4 3 0 1 2

1 2 4 3 0

3 0 1 2 4

2 4 3 0 1

0 1 2 4 3

図 6

c e d

a b c

e d a

色の塗り方は本質的には以上の 2通りしかありませんが，5色のどの色

をどこに塗るかまで区別すれば 2 · 5! = 240通りになります。

最後にm,n = 5でない場合はどうなるか考えてください。

• 202ページ，問 64の答え，111行目【第 2刷で訂正】

（誤）Ai−1AiAi+1 （正）∠Ai−1AiAi+1

◇ 202ページ，問 65の別解

辺ABは使うものとして，残り 7つの折れ線が辺に一致しない行き方がな

いことを言います。面の対角線は×と×，○と○を結び，立体対角線は○

と×を結びますから，A→ × → × → × →○→○→○→ Bと行か

なければなりません。対称性からA→ C→ D→ E, A→ D→ C→ E,

A→ D→ E→ Cの 3つのケースを検討するだけでよいのです。

• 207ページ，問 71の答え，7行目【第 2刷で訂正】

（誤）nは 9で割り切れる数です。したがって 18と 27

（正）n4 は 9で割り切れる数です。したがって 18, 21, 24, 27, 30

• 207ページ，問 71の答え，7行目【第 2刷で訂正】

（誤）184 = 104976, 274 = 531441

（正）184 = 104976, 214 = 194481, 244 = 331766,

274 = 531441, 304 = 810000

◇ 207ページ，問 72の答え

別解として第 10章問 54の答えも見てください。

• 208ページ，下から 10行目【第 2刷で訂正】

（誤）x1x2 · · ·x100 （正）x1x2 · · ·x100
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• 208ページ，下から 7行目【第 2刷で訂正】

（誤）x101 · · ·x200 （正）x101 · · ·x200

• 209ページ，6行目と下から 8行目（2箇所）【第 2刷で訂正】

（誤）各桁の数の和は （正）各桁の数の和はmod 11で

• 209ページ，7行目【第 2刷で訂正】

（誤）s+ 10 + 2n, . . . （正）s+ 10 + 2n

• 209ページ，12行目【第 2刷で訂正】

（誤）s′ ≡ s+ 10 + 2n ≡ （正）s′ = s+ 10 + 2n ≡

• 209ページ，下から 7行目【第 2刷で訂正】

（誤）s′ + 10 + 2n′, . . . （正）s′ + 10 + 2n′

• 224ページ，4行目【第 2刷で訂正】

（誤）通分して （正）約分して

• 224ページ，5行目【第 2刷で訂正】

（誤）（f）から （正）（e）から

• 226ページ，4行目【第 2刷で訂正】

（誤）（a）,（b）,（c） （正）（a）,（b）,（d）

• 227ページ，2行目【第 2刷で訂正】

（誤）鋭角 （正）180◦ より小さい

• 232ページ，2行目【第 2刷で訂正】

（誤）Ak （正）Al

• 233ページ，問 108の答え，3行目【第 2刷で訂正】

（誤）手放すのは， （正）手放したとします。

• 235ページ，問 115の答え，4行目【第 2刷で訂正】

（誤）輪に組める条件 （正）輪に組めるための必要条件

• 237ページ，1–6行目【第 2刷で訂正】

（誤）3f = 2e− 17 · · · · · · f = 2x+ 15 = 15

（正）

3f + b = 2e− 17− a

という関係があります。ここで aは増やした x個の頂点のうち 17角形

の辺上にあるものの個数で，bは分割に現れる三角形の（頂点でない）

辺上にあるものの個数です。したがって

3f = 2(17 + y)− 17− a− b = 2(17 + x+ f − 1)− 17− a− b

= 2f + 2x+ 15− a− b
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となり，これから

f = 2x+ 15− a− b = 15

• 239ページ，問 123の答え，4行目【第 2刷で訂正】

（誤）kをこえない （正）nをこえない

• 240ページ，問 123の答え，最後の行【第 2刷で訂正】

（誤）
n∑

i=1

（正）
n∑

k=1

• 242ページ，4行目【第 2刷で訂正】

（誤）= （正）≡

• 247ページ，問 134の答え，5–8行目【第 2刷で訂正】

（誤）この過密部屋の住人は · · · · · · a2(1) < 15となって矛盾します。

（正）もし a2 < 14ならば，口論するのは a1の部屋で，a2の部屋は 1

日後せいぜい 1人しか増えないので，a1(1) < 15となって矛盾します。
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